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〈学校教育目標〉 ○かんがえる子 ○おもいやる子 ○やりぬく子 ○たくましい子
～栃木市内どこからでも通える“ひまわりの咲く”小規模特認校～ 2019.5.9

大南小だより ５月号～Third Stage～
栃木市立大宮南小学校 Tel:22-1483 文責：校長 倉井 誠

http://tm2.tcn.ed.jp/tochigi-ominami/←日頃の様子をご覧ください。！

〇授業参観、ＰＴＡ総会、学年懇談会、歓送迎会お世話になりました。
お忙しい中、４月２６日（金）にはご出席いただきましてありがとうございました。ＰＴＡ

本部役員を始め、監事、学年委員の皆様には大変お世話になります。今年度もリサイクル活動
や奉仕作業、大南祭など様々な行事が予定されておりますが、｢子どもたちのために｣を合い言
葉に全ての保護者の皆様のご協力を頂きますようどうぞよろしくお願いいたします。

２０１９年度 ＰＴＡ本部役員の皆様（学年児童等）
会長 横島 純さん（３年怜） 庶務 梶田 尚子さん（５年悠斗）
副会長 穴田 将志さん（６年大夢）庶務 塚本 麗奈さん（５年歌乃）
副会長 須田 浩通さん 庶務 佐々木敦（教頭）

（6年耀太3年和香那、絢萌）
副会長 田村 奈夢さん（4年猛義） 会計 山納 美里さん（６年来倖）
参事 倉井 誠（校長） 会計 出井 直美さん（5年里奈）
顧問 國分 孝洋さん（前会長） 会計 木村みどり（教務主任）
監事 竹川 奈穂さん（前庶務） 監事 黒田 知美さん（前会計）

〈授業参観：1年生〉 〈ＰＴＡ総会〉 〈学級懇談会：6年生〉

〇本校学校運営協議会委員の皆様です。～お世話になります～
※役職は昨年度です。

会長 柏崎桂二さん 副会長 神田誠司さん 学校運営協議会制度を取り入れた「コミュ
委員 田村俊江さん（新） 委員 吉根洋子さん ニティースクール」となって４年目となりま
委員 田村浩一さん 委員 大庭麻美さん した。「学校運営協議会」は、学校運営に地域
委員 田邉透子さん 委員 倉井 誠（校長） の皆様のご意見を取り入れながら、学校と地
域がより一体となった「地域とともにある学校」づくりを目指すものです。栃木市教育委員会では二年
前からこの制度を栃木市内の全小中学校４４校で取り入れています。大宮南小は、平成２５年度から小
規模特認校に指定されており、以前から推進委員の皆様のご意見をいただきながら特色ある学校教育を
行ってきた経緯があります。この「学校運営協議会」においては、小規模特認校の推進についても重要
な議題として、引き続き話し合って参ります。第1回目の主な議題は、校長から本校の学校経営方針に
ついて説明をし、承認をいただきます。今後とも、本校教育の充実のためにどうぞよろしくお願いいた
します。

東陽中学校区の小中学校では毎月1 4日に、
とーよー

ノーテレビデー・ノーゲームデー』を推進しています。
◎家庭学習時間の確保
◎家族とのコミュニケーション（会話・料理・スポーツなど）の確保
◎生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）の確保
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〇小規模特認校（ThirdStage）の取組～表現力（文字言語＆音声言語）の向上を図っています～

【下野新聞読者登壇「10代の声」】 【4/19第 1回「話そう集会」】 【4/24第 1回「さわやかタイム」】
（4/22 掲載 5 年生：昆あか李さん）（テーマ：学校のきまりについて） （なかよし班での大声大会）

〇部活動が始まりました。～4年生以上が運動部・合奏部に所属し、がんばっています～
児童の心身面での成長に大変意義深いと考え、

本校では部活動を奨励しています。基本的な流れ
は、運動面では、陸上、水泳、駅伝、ハンドボー
ル、そして音楽面では、合奏と一年間を通じて、
原則４年生全員参加で行っています。特に自家用
車で登校あるいは下校する子どもたちが増えまし
たので、体力を補完するという意味でも奨励して
います。また、ハンドボールについては、本校の
伝統競技ということもあり、授業の体育の中のボ
ール運動として位置付けたり、毎月、第４日曜日
の午後に学校主体で練習をすることにいたしまし
た。また、学校の部活動以外に、地域の方のご協
力をいただき、ハンドボール、フットベース、そ

【4/18：陸上練習】 して、昨年度に野球部も新設されがんばっているところです。

〇幼稚園・保育園の保護者のみなさまへ～本校の「特色ある教育」を公開します～
本校児童の生き生きとした姿をご覧ください。また、学校は(tel:0282-22-1483)、い
つでもご覧いただけます。（内容についての詳細は、後日お知らせいたします。）

第１回オープンスクール 第２回オープンスクール（大南祭）
６月２９日（土） １０月１９日（土）
「本校教員による小規模校ならではの授業」（ALT 「ふるさとツアー」、「ワールドツアー」、「バザー」、
との外国語活動や専門家よるコミュニケーション 「お楽しみ広場」、「親子レクレーション」など、み
教室、おもしろ科学教室など）を公開します。 んなで楽しみます。

【まことーク】 その２ ～「伝え方」～ ※「まことーク」は、“誠の話”をさせていただきます。

私が愛読している「PHP」5月号に次のような文章がありました。
「携帯電話やメール、そしてインターネットによる種々のサービスにより、気持ちや情報を伝えるの

に、これほど便利な世の中になると誰が想像したことだろう。
ただ、それによって人と人との相互理解が進んだかといえば、残念ながらそうではない。いさかいは

減るどころか、コミュニケーション不足による事故や事件は、日々増すばかりである。
その一因は、情報ツールにおける些細な誤解があるからではなかろうか。たとえば、スマートフォン

でメールを書き、送信ボタンをクリックすれば、送信者側はその瞬間に伝えたと思い込み、見ていない
受信者側をつい非難してしまう。また、単なる言葉の打ち間違いが、相手の心のしこりとなって、あと
で大きなトラブルに発展することもある。
伝える手段が多いのはありがたい。けれども、伝え方には長短があり、手間がかかっても直接話し合

ったり、手紙を書いたりすることもやはり重要であろう。
情けに報いると書いて情報である。伝わればよいのではなく、よく伝えようとする心がけを忘れずに

いたい。」
といった内容です。本校の特色ある教育活動として、昨年度から下野新聞読者登壇「10代の声」に投

稿を始めました。とかく表現力というと、音声による表現に目がいきがちですが、じっくりと書く表現
力も養っていきたいと考えています。（本校の児童の作品がたくさん掲載されることを願いつつ…。）


